
様式２ 

 

○別室運営上のルールの策定 

不登校対応巡回教員が始まったばかり

の校内別室の運営上のルール策定につい

て、管理職や生活指導主任など多くの関

係者の意見を集約し、将来を見越した運

営も踏まえて適切なルールを策定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校対応巡回教員との連携について 

対象生徒は、小学校中学年から登校できない状態にあった。今年度、校内別室を活

用した不登校支援を開始し、校内別室には登校できるようになり、教室にも入れるよ

うになった。校内別室の運営上、当該生徒にどう対応すべきか悩ましいことが多々あ

ったが、不登校対応巡回教員がコーディネーターとして取組を調整し、校内の教職員

が組織的かつ一貫した対応ができるようにした。 

校内別室の実態に合ったルールづくり、運営方法

に貢献し、方針の策定が成果を生んだ。 

不登校対応巡回教員が、管理職、教職員、校内別室

指導支援員等の意見を調整し、コーディネーターと

してその運営を推進した。 

また、随時、効果的な評価、助言をした。 

成果 

巡回教員のコーディネー

トの継続性を確保すること

や他の学校の好事例を取り

入れることが必要である。 

課題 

○別室指導支援員との連携 

不登校対応巡回教員が校内別室での対

応に主にあたる校内別室指導支援員と密

に協議を重ね、助言を行い、当該生徒へ

の支援をより効果的な取組とした。 

○不登校対応巡回教員による直接支援 

不登校対応巡回教員自らも進んで当

該生徒への直接支援に当たり、生徒理解

を深め、その成果を校内別室指導支援員

や担任に還元した。 

また、ケース会議 

の円滑な進行と成果 

の還元に貢献した。 

○不登校支援会議に参加 

不登校対応巡回教員が生活指導部会

と併設した不登校支援会議に参加し、先

行事例の紹介や、本校の不登校対応につ

いて全体を俯瞰する立場から評価、助言

を得て、効果的な対策となる取組につな

げた。 
 

具体的な取組 

 

不登校生徒の状況 
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○家庭との連携 

電話連絡や家庭訪問の他に、保護者と

の三者面談などを通して、家庭との連携

を密に行った。当初は、親子での面談だ

ったが、徐々に当該生徒のみとの面談も

できるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモート授業と校内別室による登校支援について 

対象生徒は、中学校入学から１学期の間は登校していたが、２学期から体調不良を

訴え、登校できなくなった。保護者は、ＳＣへの相談や、担任の家庭訪問、面談など

を通して学校とつながりを保っていた。当該生徒は、学習への頑張りが結果に表れず、

努力する意味を見いだせない気持ちをもっていた。 

 

 

進級を機にほぼ毎日登校し、校内別室でリモート

授業を受けるようになった。学年で取り組む行事に

も参加することができた。当該生徒は教室で授業を

受けることを目標にするようになった。 

成果 
２学期以降における現状

の維持・継続、教室復帰に向

けた取組が課題である。 

課題 

○校内別室の利用 

登校意欲はあるものの、教室には入れ

ず、周囲の生徒の様子も気になってしま

うため、校内別室では、パーティション

を使用して個別の空間をつくり、リモー

ト授業に集中できる 

環境づくりを整備し 

た。 

○行事への参加に挑戦 

事前学習や事前指導などへの参加を

促した。教室に入っての活動ができない

時でも、リモートで説明を受けたりする

など、当該生徒が取り組むべきことやタ

イムスケジュールの確認を行った。行事

の係活動にも責任感をもって取り組む

ことができた。 

○リモート授業の実施 

1時間目から６時間目までの授業をオ

ンライン配信し、別室や家庭から受ける

ことができるようにしている。授業プリ

ントは教科担当が事前に渡し、主に教科

書とプリントを使って授業を受けるこ

とができるようにした。また、授業の終

わりなどに教科担当が提出物などを回

収することにした。 

具体的な取組 

不登校生徒の状況 
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〇行事参加に挑戦 

事前学習や事前指導などへの参加を促

した。事前学習などは午後の時間帯で設

定し、朝、体調が理由で登校できないと

きでも支援できるようにすることで、参

加できる日が増えた。 

宿泊行事にも取り組むことができ、生

徒自身のよい成功体験となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登校不安を感じる生徒やその保護者を対象にした学校説明

会及び懇談会の実施と不登校生徒支援について 

について 

対象生徒は、中学校１年生の後期から、起立性調節障害の影響で規則的な登校が困

難になり、学習への遅れが生じ、徐々に登校できなくなった。午後の授業や、給食な

どを利用して登校することもあったが、進路選択への不安が大きくなっていた。 

 

 

 学校説明会や懇談会を実施することで、不登校対

応巡回教員が直接生徒や保護者に関わるきっかけに

なり、その後の対応が進展するようになった。また、

生徒の意向を踏まえられるようになった。 

成果 
 個別対応に関する時間

的、人的制限があり、対応時

間の拡大が難しいなどが課

題である。 

課題 

○ＳＣとの連携 

保護者のＳＣとの定期的な面談を通し

て、保護者がもつ不安感や懸念を和らげ

るように働きかけた。 

〇不登校対応巡回教員による個別対応 

進路選択について志望する進学先の

入試対策のため、作文添削、自己ＰＲカ

ードの作成などを不登校対応巡回教員

が個別対応した。加えて、これまで十分

にできなかった学習をやり直したいと

いう気持ちから、学習の個別対応もする

ようになった。 

○多様な進路先に興味のある生徒、登校に

不安を抱える生徒向け学校説明会の実施 

進路選択に関する保護者の要望もあ

り、教育支援センターで行う学校説明会

よりも先に、校内で都立チャレンジスク

ール校長を招いた学校説明会を開いた。

また、会の後半では、不登校対応巡回教

員とともに懇談会を実施した。 

具体的な取組 

←多様な進路先に興
味のある生徒、登校に
不安を抱える生徒向
け学校説明会の様子 

不登校生徒の状況 
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○生徒アンケートの実施 

魅力ある学校づくりを目的とした生徒

アンケートを年３回行い、学校風土の見

える化を行っている。アンケートの結果

を踏まえて、学年及び特別支援学級にお

いて、居場所づくりと絆づくりの取組を

行った。また、ふれあい月間に行う生徒ア

ンケートとの関連を図り、不登校の未然

防止の取組の参考としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内別室と不登校の未然防止について 

対象生徒は、中学校３年生への進級とともに、欠席が続いた。校内別室を開設した

ことで、週３日のペースで登校できるようになった。また、校内別室においてはタブ

レット端末を活用した学習やプログラミングの作品づくりに取り組むことで自信を

もち、卒業後の進路について前向きに考えている。 

 

不登校生徒の状況 

不登校出現率が 3.76％であり、昨年度よりも減

少傾向にある。教職員の不登校に対する意識が高ま

り、不登校対応を組織的に進めてきたことや校内別

室を開設できたことが要因として考えられる。 

成果 

校内別室の運営に当たっ

ては、授業の空き時間の教員

を充てているため、校内体制

の整備が今後の課題である。 

課題 

○週 1 回の支援会議の実施 

週１回、支援会議を行っている。メンバ

ーは管理職・生活指導主任・学年主任・養

護教諭・不登校対応巡回教員・ＳＣ・ＳＳ

Ｗで構成される。生徒の情報を共有し、支

援の手だてを検討することで、組織的に

不登校対応に当たっている。また、不登校

に関する資料を共有することで、不登校

対応のノウハウを蓄積している。 

 

○デジタルを活用した学習活動 

校内別室において、デジタルを活用し

た学習活動に取り組んでいる。ＡＩ学習

ドリルの活用によって、学び直しがで

き、生徒に必要な知識を身に付ける個別

最適な学びとなっている。また、NHK for 

School を活用し、生徒の興味・関心に応

じて、自己決定を大切にしながら学習に

取り組んでいる。 

○学年、特別支援学級との連携 

不登校の未然防止を図るため、各学年

及び特別支援学級で居場所づくりと絆

づくりの取組を行った。例えば、２年生

ではグループエンカウンターを実施し、 

特別支援学級では笑 

顔のフォトコンテス 

トを実施した。 

具体的な取組 
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○挨拶運動 

 安心して学校生活が送れるよう、挨拶

運動を行った。通常の昇降口付近での挨

拶運動に加え、生徒会の発案で、校門前

でも挨拶運動を行った。地域の方や小学

生に対して、進んで 

挨拶をすることで、地 

域全体のつながりを生 

む取組となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校への多様なアプローチについて 

対象生徒は、中学校 3年生であり、１年生の途中から不安感により学級に入ること

ができなくなった。２年生に進級後は、校内別室を利用しながら継続的に登校し、リ

モートによる授業参加や自習に取り組んでいる。校内別室の他の生徒と良好な人間関

係を築き、自己肯定感が高まってきている。３年生からは、学級への復帰を目標にし

ている。 

 生徒アンケートでは「仲間はあなた自身やあなた

の個性を尊重し、安心して学校生活を送れるかどう

か」という質問に対して、90％以上の生徒が肯定的

な回答をした。また、校内別室を開設したことによ

り、複数の生徒が登校できるようになった。 

成果 
継続的に校内別室に登校

できるようになった生徒に

対して、段階的に学級復帰

や学習機会を増やしていく

ことが課題である。 

課題 

○教育支援センターと連携した研修 

校内研修において、教育支援センター

と連携し、ＶＬＰやオンライン学習の活

用方法について実践的に学んだ。不登校

が長期化している生徒に対しての学習保

障や支援の選択肢を増 

やせることについて理 

解することができた。 

○生徒アンケートの活用 

年３回実施する生徒アンケートにお

いて、学校独自の質問項目を設定した。

「仲間はあなた自身やあなたの個性を

尊重し、安心して学校生活を送れるかど

うか」等の項目から、現状を把握し、学

校風土の見える化を図り、不登校の未然

防止に役立てることができた。 

○校内別室でイベント実施 

校内別室内で、月１回、カードゲーム

コンテストやクイズコンテスト等を行

ってきた。イベント実行委員会を立ち上

げ、企画や運営を生徒自身が行うこと

で、主体性を発揮し、 

活躍する機会となっ 

ている。 

具体的な取組 

不登校生徒の状況 
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○部活動だけの登校 

「学校に行きたくない」という生徒の

気持ちについて、「どうして行きたくない

のか」ではなく、学校の何がそうした気

持ちにさせるのか、当該生徒に分析・言

語化できるようにした。その結果、教室

に行きづらいということに当該生徒が気

付いたため、部活動だけでも登校できる

ように支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校傾向が出た生徒に対する支援会議による迅速な対応

について 

 

対象生徒は、小学生の時は、不登校であったが、中学生になり毎日登校するように

頑張っていた。教室で過ごす中で、教室に居づらい状況が増え、別室を利用したり、

欠席したりすることが徐々に増えていった。 

不登校傾向が現れ始めた週は連続して欠席があ

ったが、必要な対応をすぐに行うことで、現在では

欠席日数が 30日を超えることなく、遅刻はあるも

のの毎日登校することができ、一部の教科で教室

復帰している。 

成果 

 校内別室の利用で学習時間

を確保しているが、教室復帰

や進級に際し、学力定着など

の検討が課題である。 

課題 

○校内別室への利用 

本校の校内別室は利用時の申請等はな

く、生徒が利用したい時に利用できる。

そのため、にぎやかな雰囲気に疲れてし

まったタイミングで校内別室を利用して

よいことを伝え、校内別室の利用を促し

た。その後、毎日校内別室に登校できる

ようになった。 

○支援会議の実施 

ＳＣとの面談の様子や校内別室の利

用状況、不登校対応巡回教員が当該生徒

から聞いたこと、担任からの声かけなど

を支援会議で共有し、今後に必要な支援

や方向性について 

検討した。 

○ＳＣとの連携 

当該生徒は、にぎやかな雰囲気の学級

に疲れてしまい校内別室に登校した。そ

の際に養護教諭や不登校対応巡回教員、

ＳＣとつながり、週 1回のＳＣ面談を行

い、継続できた。当該生徒に複数人で関

わること、関係者が連携することで必要

な支援が充実した。 

具体的な取組 

不登校生徒の状況 
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○支援会議の実施 

 隔週１回、管理職・特別支援教育コー

ディネーター・学年教員・特別支援学級

担任・不登校対応巡回教員で構成した支

援会議を実施している。生徒の情報を共

有し、支援の手だてを検討することで、

組織的に不登校に対応している。また、

教職員の不登校への対応力向上を図るた

め、研修を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校の未然防止とリモート配信の工夫等について 

対象生徒は中学校３年生の進級後、対人関係への不安から学級に入ることが難しく

なった。校内別室を利用し、授業のリモート配信による学習に取り組みながら、落ち

着いて過ごしている。担任・学年教員・教科担任・不登校対応巡回教員等による組織

的な支援により、現在、継続的に登校できている。 

 

 

 

不登校対応巡回教員が配置されたことにより、校

内別室における取組の幅が広がり、手厚い支援がで

きるようになった。また、生徒アンケートを実施する

ことで、生徒の現状把握ができ、課題を可視化するこ

とができた。 

成果 

 不登校が長期化し、外部

期機関とつながっていない

生徒が登校できるよう、関

係機関との連携や取組の充

実が課題である。 

課題 

○「学校の困りごとアンケート」の実施 

魅力ある学校づくりのための生徒アン

ケートを年３回実施した。さらに、第３

学年では、学級委員による「学校の困り

ごとアンケート」を実施し、学校生活全

般に関する意見を募集した。校則、教室

環境、登下校等に関する意見を検討し、

改善を図ることで、生徒にとって行きた

くなる学校づくりを実践している。 

○授業のリモート配信 

授業のリモート配信に生徒がすぐに

アクセスできるようにした。各教室にタ

ブレット端末用の三脚を常置し、職員室

内のホワイトボードに配信を希望する

生徒名を表示した。また、授業では、資

料提示や課題提出をオンライン上でで

きるようにした。 

○生徒が主体となった「絆づくり」 

不登校の未然防止を図るため、「絆づ

くり」として生徒が主体となって取り組

む活動を大切にしている。新入生歓迎会

では生徒会が主体となって盛り上げ、体

育祭のソーラン節では 

全学年縦割りの集団を 

作り、第３学年の生徒 

中心に取り組んだ。 

具体的な取組 

不登校生徒の状況 


